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１． シャープペンシルの芯の圧折による疑似 AE は，１方向の力の解放による立
ち上がりの前に衝撃波による逆方向のディップが見られた．圧折方向がセン
サに向かって 0°, 45°のときディップは大きいが，135°,180°の場合，ディッ






３． 分岐管の溶接部を跨って擬似 AE波が伝播する際，振幅が 1/2以下に減衰した．
このためノイズに埋もれた信号を約 1 波長分だけ波頭をずらす補正を行なっ
たところ，標定精度が向上した．  
４． AE 波の形状のみを NN で学習し，AE 源一次元位置標定を行ったところ，平
均推定誤差は約 3.0%となった．  
 
